
　
　

資
料
選
定
に
際
し
、
住
民

か
ら
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
指
摘
が
あ
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

分
野
・
著
者

が
偏
っ
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ー

マ
に
つ
い
て
も
反
対
側
の
論
調

の
資
料
が
少
な
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　
　

資
料
選
定
の
基
と
な
る
武

豊
町
立
図
書
館
資
料
選
定
基
準

を
、
住
民
に
対
し
広
く
周
知
で

き
な
い
か
。

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

図
書
館
へ
の
掲

示
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

を
考
え
て
い
く
。

　
　

全
国
主
要
５
紙
と

言
わ
れ
る
新
聞
の
一
部

が
、
寄
贈
と
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
、

需
要
が
な
か
っ
た
が
、

利
用
者
の
要
望
に
よ
り

継
続
受
入
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

財
政
な
ら
び
に

他
の
施
設
と
の
調
整
を
し
、
早

い
う
ち
に
導
入
を
検
討
す
る
。

　
　

予
算
書
な
ど
の
行
政
情
報

を
電
子
化
し
て
図
書
館
に
設
置

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

現
在
実
施
し
て

い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
に

合
わ
せ
て
検
討
す
る
。

※
他
に
「
や
す
ら
ぎ
の
森
墓
園

の
今
後
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

　
　

育
児
に
困
っ
て
い
る
場
合

に
利
用
で
き
、
子
育
て
の
負
担

を
軽
く
す
る
取
り
組
み
を
。

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
支
援

へ
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る
中
、

東
浦
町
、
刈
谷
市
が
、
妊
娠
ま

た
は
乳
児
の
い
る
母
親
を
対
象

と
し
て
「
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
事
業
」
「
産
後
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。

　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

支
援
対
象
者
の
要
件
な
ど
を
十

分
研
究
・
検
討
し
て
い
く
。　

　
　

ト
イ
レ
に
、
手
摺
り
、
シ

ャ
ワ
ー
付
暖
房
便
座
の
設
置
を
。

　
　
　
　
　
　

手
摺
り
は
、
町

民
会
館
を
始
め
、
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

多
目
的
ト
イ
レ
の
改
修
や
シ

ャ
ワ
ー
付
暖
房
便
座
の
設
置
は
、

改
修
の
際
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　

富
貴
駅
東
の
整
備
が
進
む

中
、
街
路
緑
化
や
花
の
プ
ラ
ン

タ
ー
設
置
を
。

　
　
　
　

街
路
緑
化
に
つ
い
て

は
、
花
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置
、

民
地
内
緑
化
な
ど
も
含
め
、
商

店
や
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ま
と

話
し
合
い
を
持
ち
、
協
働
に
よ

り
進
め
て
い
く
手
段
も
考
え
ら

れ
る
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
期

待
し
て
い
る
。

個人質問町政を問う！

石川　義治 議員新しい技術や運営手法を導入する
町立図書館の今後は

答

問

答

教
育
部
長

答

教
育
部
長

答

総
務
部
長

子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
制
度
の
創
設
を

街
路
緑
化
に
つ
い
て

公
共
施
設
ト
イ
レ
事
情

住
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
館
資
料
の
選
定
を

岩瀬　計介 議員プランター設置など地域と協働で
名鉄富貴駅東の街路緑化を

答

問

問問

問

問 問問

問 問

答

町
長

■武豊町立図書館の掲示板

■名鉄富貴駅東の道路

答

教
育
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

生
涯
学
習
課
長

答

生
涯
学
習
課
長
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再任用の職員を選んだ

　
　
精
神
的
な
面
を
含
め
、
教

師
の
負
担
が
今
以
上
に
増
す
が
、

負
担
軽
減
の
取
組
み
は
。

　
　
　
　

こ
れ
ま
で
も
人
的
・

物
的
・
精
神
的
な
支
援
な
ど
を

進
め
て
き
た
が
、
改
定
な
ど
に

よ
り
教
育
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
お
り
、
今
年
度
よ
り
各

学
校
の
全
て
の
教
職
員
と
意
見

交
換
を
実
施
し
て
い
く
。

　
　
特
別
な
教
科
と
し
て
格
上

げ
さ
れ
る
「
道
徳
」
は
、
各
校

の
判
断
で
今
年
度
か
ら

授
業
が
可
能
と
な
る
が
、

本
町
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　

本
年
度

か
ら
実
施
す
る
市
町
村

は
数
％
に
留
ま
っ
て
い

る
。

　

本
町
で
は
こ
れ
ま
で

通
り
「
い
の
ち
の
教
育
」

指
導
案
を
活
用
し
て
充

実
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
た
め
池
の
決
壊
に
よ
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
た
。

　
津
波
対
策
で
水
門
を
閉
じ
る

と
、
た
め
池
よ
り
決
壊
し
た
水

の
逃
げ
場
が
な
い
が
、
ど
の
よ

う
な
連
携
を
と
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

た
め
池
の
決
壊

な
ど
に
関
わ
ら
ず
、
災
害
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、

閉
門
操
作
を
最
優
先
す
る
。

　

し
か
し
、
今
回
の
調
査
結
果

を
受
け
、
情
報
伝
達
手
段
に
つ

い
て
、
早
急
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

見
直
し
て
い
く
。

　
武
豊
町
の
庁
舎
の
顔
に
つ
い

て
、
案
内
人
が
定
年
退
職
し
た

再
任
用
の
方
で
、
町
の
ア
ピ
ー

ル
に
な
る
の
か
。

　
　
町
の
顔
で
あ
る
と
言
う
認

識
は
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

町
の
窓
口
は
、

ま
さ
に
行
政
の
顔
で
あ
り
、
住

民
の
声
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
て
の
ア
イ
デ
ア
の
宝

庫
で
あ
る
。

　
　
再
任
用
の
方
は
、

ど
こ
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
も
や
れ
る
の
だ
か

ら
、
業
務
を
覚
え
る

た
め
に
も
、
各
課
持

ち
回
り
で
、
も
っ
と

若
い
職
員
に
案
内
人

を
し
て
い
た
だ
い
た

ら
ど
う
か
。

　

調
査
研
究
は
し
て

い
く
が
、
当
面
は
今

の
ま
ま
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

　
　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
に
つ

い
て
、
町
民
へ
の
周
知
は
。

　
　
　
　
　
　
　

オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
の
防
除
、
拡
散
防
止
な

ど
に
つ
い
て
、
国
県
の
情
報
を

使
用
し
、
町
の
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
を
し
て
い

く
。

※
他
に
「
選
挙
に
つ
い
て
」
の

質
問
。

個人質問 町政を問う！

石原　壽朗 議員 教職員との意見交換を始める
指導要領改定に伴う負担の軽減を

答

問

南　賢治 議員

庁舎案内人の人選は
答

問

問問

問

問

問

問 答

町
長

答

教
育
部
長

答

総
務
部
長

答

企
画
部
長

答

企
画
部
長

学
習
指
導
要
領
が
来
年
度

に
も
全
面
改
定
さ
れ
る

庁
舎
案
内
人
は
行
政
の
顔

防
災
力
の
更
な
る
強
化
が
必
要

特
定
外
来
種
に
つ
い
て

■学校の授業風景

■特定外来種のオオキンケイギク

答

生
活
経
済
部
長
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他
人
と
の
交
流
が
月
1
回
以

上
週
1
回
未
満
の
孤
立
し
た
高

齢
者
は
、
毎
日
人
付
き
合
い
を

し
て
い
る
人
に
比
べ
、
要
介
護

2
以
上
に
な
る
可
能
性
が
1
・

4
倍
以
上
（
日
福
大
・
斉
藤
准

教
授
）
。

　

要
介
護
に
陥
ら
な
い
た
め
に
、

そ
の
時
期
を
で
き
る
だ
け
遅
ら

せ
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
制
度
に
対
す
る

見
解
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
介
護
予
防
事

業
展
開
の
中
で
、
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て

調
査
・
研
究
す
る
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
制
度

と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
張

り
合
い
が
出
て
魅
力

的
に
な
り
、
ク
チ
コ

ミ
に
よ
っ
て
事
業
も

広
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

　

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
事
業
と

ポ
イ
ン
ト
制
度
の
組
み
合
わ
せ

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

サ
ロ
ン
は
、

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

で
運
営
。
現
時
点
で
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
が
な
か
な
か
入
ら
な

い
と
い
う
課
題
の
解
消
の
た
め

に
、
サ
ロ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
と
と
も
に
研
究
し
て
い
く
。

　
　※

他
に
「
犬
・
猫
の
殺
処
分
ゼ

ロ
へ
の
地
域
活
動
に
つ
い
て
」

の
質
問
。

　
　

第
５
次
武
豊
町
総
合
計
画
・

後
期
戦
略
プ
ラ
ン
と
地
方
版
総

合
戦
略
と
の
整
合
性
は
。

　
　
　
　

こ
の
た
び
策
定
し
た

後
期
戦
略
プ
ラ
ン
に
「
し
あ
わ

せ
プ
ラ
ン
」
を
盛
り
込
み
、
町

民
の
幸
福
度
を
高
め
る
重
要
な

３
つ
の
視
点
（
子
ど
も
、
絆
、

生
き
が
い
）
の
設
定
を
行
い
、

具
体
的
な
目
標
を
明
示
し
、
重

要
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
た
。

　

一
方
、
地
方
版
総
合
戦
略
は
、

人
口
減
少
克
服
・
地
方
創
生
を

目
的
に
、
「
雇
用
の
促
進
」

「
ひ
と
の
流
れ
」
「
若
年
世
代

の
生
活
支
援
」
「
安
心
し
て
く

ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
基
本
目
標

を
掲
げ
、
基
本
的

な
方
向
と
、
重
要

業
績
評
価
指
標
を

設
定
し
た
具
体
的

な
施
策
を
策
定
し

た
。

　

第
５
次
武
豊
町

総
合
計
画
の
め
ざ

す
べ
き
ま
ち
の
姿

を
具
現
化
す
る
手
段
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

　
　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

に
は
、
子
育
て
世
代
の
流
入
か
、

定
住
の
促
進
と
考
え
る
が
、
ど

う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
を
妨

げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
取
り

除
き
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を

支
援
し
、
子
ど
も
を
持
ち
た
い

人
が
安
心
し
て
生
み
・
育
て
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
、

結
果
と
し
て
子
育
て
世
代
の
流

入
や
定
住
の
促
進
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
※

他
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
」
の
質
問
。

個人質問町政を問う！

本村　強 議員介護予防事業の選択肢の一つ答

ボランティアポイント制の創設を問

鈴木　一也 議員第５次総合計画を具現化する手段
国策の地方創生をどう考えるか

答

問

問

問

問問

答

町
長

孤
立
は
要
介
護
リ
ス
ク
増
大

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
の
取
り
組
み
は

■介護予防ー憩いのサロン事業

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

■第5次武豊町総合計画・後期戦略プラン

議会だより 　　　　NO.152 <<< 2015年7月15日発行  <<< 12



個人質問 町政を問う！

　
　

６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
る
。

町
の
環
境
を
守
る
上
で
、
都
市

公
園
の
緑
が
重
要
な
役
割
を
は

た
す
。
町
内
に
あ
る
８
都
市
公

園
の
緑
化
率
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　

町
内
都
市
公
園

の
緑
化
率
は
、
最
高
60
％
、
最

低
26
％
で
、
平
均
で
50
％
で
あ

る
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
公
園
の

特
長
は
。
ま
た
、
公
園

の
緑
化
・
植
栽
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

特
徴

と
し
て
、
鹿
ノ
子
田
公

園
、
砂
川
公
園
は
、
も

と
も
と
公
園
内
に
あ
っ

た
松
の
木
を
取
り
込
み

整
備
し
た
。　
　

　

他
の
公
園
は
、
区
画

整
理
事
業
実
施
時
に
公

園
整
備
を
し
て
い
る
。

　

植
栽
に
つ
い
て
は
、
生
物
の

生
息
環
境
や
潤
い
の
あ
る
都
市

景
観
の
形
成
な
ど
に
配
慮
し
て

い
る
。

　
　

今
後
、
公
園
整
備
を
進
め

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
ア
ニ

バ
ー
サ
リ
ー
植
樹
（
記
念
植
樹
）

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

ア
ニ
バ
ー
サ
リ

ー
植
樹
は
、
公
園
に
愛
着
を
持

っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
に
な

る
と
思
う
の
で
、
調
査
・
研
究

し
て
み
た
い
。

　
　

知
多
半
島
に
お
い
て
も
窓

口
に
手
話
通
訳
を
設
置
す
る
市

町
も
増
え
て
き
た
。
武
豊
町
は

ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

本
町
で
は
、

障
害
者
総
合
支
援
制
度
に
基
づ

き
、
手
話
通
訳
者
お
よ
び
要
約

筆
記
者
の
派
遣
事
業
の
受
付
を

福
祉
課
の
窓
口
で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
役
場
を
は
じ
め
町
内

10
箇
所
の
施
設
で
「
耳
マ
ー
ク
」

の
表
示
板
を
設
置
し
、
筆
談
を

基
本
と
し
た
窓
口
対
応
を
し
て

い
る
。

　

現
在
、
手
話
通
訳

者
の
設
置
に
つ
い
て

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用

し
て
道
路
や
施
設
の
破
損
を
町

に
要
望
す
る
「
マ
イ
レ
ポ
」
は
、

迅
速
か
つ
効
率
的
な
町
民
協
働

の
ツ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
る
が
、

導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
広

聴
制
度
と
同
じ
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
手
軽
に
情
報
提
供
が
行

え
て
便
利
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
管
理
・
運
用
面
の
課
題

も
あ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
調
査
・

研
究
を
進
め
た
い
。

梶田　進 議員 愛着の持てる公園づくりを進める
緑化推進で潤いある公園整備を

答

問

窓
口
に
手
話
通
訳
の
設
置
を

甲斐　百合子 議員 現在、派遣事業と筆談で対応
手話通訳の窓口設置を

答

問

問

問

問

答

答

建
設
部
長

答

建
設
部
長

問

■「マイレポ半田」のシステムイメージ

町
民
協
働
の
新
し
い

取
り
組
み
を
提
案

都
市
公
園
の
緑
化
率
は

公
園
の
特
徴
は

住
民
参
加
の
植
樹
を

問

答

健
康
福
祉
部
長

答

都
市
計
画
課
長

■アニバーサリー植樹を期待する公園

答

企
画
部
長
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個人質問町政を問う！

　
　
平
成
27
年
度
の
交
通
安
全

へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　

季
節
ご
と
の
交
通
安

全
県
民
運
動
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
お
よ
び
町
内
一
斉
街

頭
監
視
活
動
を
行
う
。

　

本
町
で
は
、
飲
酒
運
転
検
挙

者
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
・
違
反
者
・

被
害
者
を
出
さ
な
い
と
い
う
強

い
意
志
を
表
す
た
め
「
武
豊
町

飲
酒
運
転
根
絶
条
例
」
を
早
急

に
制
定
し
た
い
。

　

ま
た
、
園
児
に
は
歩
行
訓
練
、

児
童
に
は
自
転
車
訓
練
と
段
階

的
に
交
通
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
高
齢

者
の
事
故
死
者
数
の
割
合
が
多

い
こ
と
か
ら
、
啓
発
活
動
も
積

極
的
に
行
う
。

　
　
平
成
27
年
度
の
武
豊
町
防

災
訓
練
の
計
画
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
４
月

に
作
成
し
た
第
３
次
武
豊
町
地

震
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
実
施
す
る
。

①
９
月
１
日
・
３
月
11
日
に
シ

　

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
。

②
町
一
斉
防
災
訓
練
を
10
月
14

　

日
に
開
催
。

③
機
能
別
訓
練
と
し
て
地
区
別

　

避
難
所
開
設
訓
練
を
３
年
間

　

で
６
箇
所
実
施
。

　
　

武
豊
町
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
防
災
教
育
へ
の
利
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　

低
学
年
・
中

学
年
・
高
学
年
用
の
指
導
案
を

作
成
し
、
教
員
に
よ
る
授
業
を

行
う
予
定
で

あ
る
。

青木　信哉 議員武豊町飲酒運転根絶条例を制定
交通安全への取り組みは

答

問

問

問問

答

町
長

　
　
現
在
の
待
機
児
童
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　

町
内
４
つ
の

児
童
ク
ラ
ブ
で
22
人
の
待
機
を

把
握
し
て
い
る
。

　
　
対
象
年
齢
拡
充
へ
の
今
後

の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
よ

り
4
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
を
始
め
、
順
次
段
階

的
に
拡
充
し
て
い
く
計
画
を
し

て
い
る
。

　
　
長
期
休
暇
の
募
集
予

定
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

定
員

に
欠
員
が
な
い
た
め
、
夏

休
み
期
間
の
募
集
が
で
き

な
い
。
平
成
29
年
度
以
降

は
長
尾
児
童
館
を
利
用
し
、

定
員
10
名
で
夏
休
み
期
間

の
児
童
ク
ラ
ブ
を
計
画
し

て
い
る
。

　
　
今
後
の
定
員
に
つ
い
て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」

で
は
平
成
27
年
度
2
1
0
人
、

平
成
31
年
度
2
3
0
人
と
20
人

の
増
加
。
こ
の
計
画
で
待
機
児

童
の
解
消
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

見
込
み
に

つ
い
て
は
平
成
25
年
度
ア
ン
ケ

ー
ト
と
推
計
児
童
数
よ
り
算
出
。

　

今
後
、
必
要
に
応
じ
た
見
直

し
を
検
討
す
る
。

※
他
に
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
」
の
質

問
。

櫻井　雅美 議員必要に応じた見直しを検討する
放課後児童クラブの定員増加は

答

問

問問問

問

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
待
機
児
童

■平成27年3月に発行した
　防災ガイドブック

交
通
安
全
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

答

総
務
部
長

答

防
災
交
通
課
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

子
育
て
支
援
課
長

答

子
育
て
支
援
課
長

■放課後児童クラブの様子
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